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あとがき 

 平成13年度の日本消化吸収学会総会は勝健一先生を会長として10 月17 日～ 20 日の間、国立京

都国際会館、京都宝ヶ池プリンスホテルを会場として開催された。 

 平成12年度から第8回日本消化器関連学会週間（DDW-Japan）に全面参加、本年度は2 年目となっ

たわけで日本消化吸収学会は他の4 学会、日本消化器内視鏡学会、日本消化器病学会、日本消化器

集団検診学会、日本肝臓学会ともどもこのような形での開催が定着したように思われる。 

 当学会では一般演題17 題、ワークショップ10 題、プレナリーセッション4 題、パネルディスカッション7

題につき活発な議論が展開された。 

 特別講演は岡田正先生（大阪大学大学院医学系研究科小児発達医学講座）により「腸管不全の病態

と治療－グルタミン栄養を巡って－」と題し御講演をいただき、また本年度の学会賞は海野倫明氏（東

北大学消化器外科学）、味の素賞は合田敏尚（静岡県立大学食品栄養科学部）中田浩二（東京慈恵会

医科大学外科）の2氏が受賞した。 

 3氏の研究が益々進展することを願うのが会員一同の期待であろう。なお、特別講演者岡田正先生が

第33回の本学会総会会長として明年度開催することになっており、引き続き会員諸氏のご支援を心か

ら願います。 

中川 滋木 

 


